
政策 豊かさと創造性を育む生涯学習環境の充実

施策 生涯学習の充実

基本事業

事務事業の目的と成果

生涯学習支援体制の推進

事業名 体験・ボランティア活動支援センター設置事業
部名

課名

事業開始年度

事業終了年度

実施計画事業認定教育部

生涯学習課

平成14年度

－年度

非対象

対象

江別市体験活動・ボランティア活動支援センター

意図

地域活動の活性化を図るとともに、地域人材の発掘、活用
により地域づくりを促進し、地域教育力の向上を図る。

手段

地域づくりや地域活動における相談や支援を行うとともに、
情報の収集、提供などを行う支援センターの活動費。

事業量・コスト・指標の推移
区分 単位

対象
指標1

コーディネーター数 人 10 10 10 10

対象
指標2

活動
指標1

活動
指標2

成果
指標1

成果
指標2

回

人

84

266

85 144 100

355 362 300

コーディネーター活動回数

事業参加者数

単位コスト指標

事業費計（A） 272 392 590 369

 

正職員人件費（B) 1,256 1,254 1,245 1,249千円

 

千円

総事業費（A)＋（B) 千円 1,528 1,646 1,835 1,618

費用内訳

報償費 522千円、需用費 67千円

（誰、何に対して事業を行うのか）

（この事業によって対象をどのような状態にしたいのか）

（事務事業の内容、やり方、手段）

[0436]

事務事業評価表　平成22年度

19年度実績 20年度実績 21年度実績

21年度

会計区分 一般会計

22年度当初



理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

理由
・

根拠は？

事業を取り巻く環境変化

事業開始
背景

事業を
取り巻く

環境変化

・平成14年度の完全学校５日制の導入を受け、地域
が子どもたちを育てる環境づくりへの大きな柱として
事業の拡大が求められている。（委託事業としては平
成16年度まで実施し、平成17年度以降は市単独事
業として継続）
・まちづくりや地域づくりなど、生涯学習を推進するた
めには家庭及び地域教育力の向上を図ることが急務
の課題となっている。

（１）税金を使って達成する目的（対象と意図）ですか？市の役割や守備範囲にあった目的ですか？

義務的事務事業

妥当である

妥当性が低い

・地域、学校、家庭それぞれの持つ力を出し合い、子どもたちを育てる環境を作るこ
とが求められている。このような中、調整役としてのコーディネーターの役割は非常に
重要であり、情報提供や相談、活動支援などセンターが果たす役割は大きい。

貢献度大きい

貢献度ふつう

貢献度小さい

・身近に相談できる人材や、指導者がいる事で自らが積極的に子どもを育てる環境
づくりに関わりを持つ市民が増え、生涯学習体制の推進が図られる。

基礎的事務事業

（２）上位の基本事業への貢献度は大きいですか？

（３）計画どおりに成果はあがっていますか？計画どおりに成果がでている理由、でていない理由は何ですか？

あがっている

どちらかといえばあがっている

あがらない

・ｺー ﾃ゙ｨﾈー ﾀの支援により地域間の交流事業が行われ、子どもたちの受入れを行う地
域組織と、その核となる人材が育ってきている。
・指導ボランティア希望者が増えることで、目的を共有するネットワークが広がり、発表
の場の拡大にもつながる。

（４）成果が向上する余地（可能性）は、ありますか？その理由は何ですか？

成果向上余地　大

成果向上余地　中

成果向上余地　小・なし

・支援センターとしての活動の定着が図られ、地域の受け入れ体制も口コミ等を通じ
て徐々に広がりを持ちはじめている。
・新たな交流活動プログラムの開発や活動に取組む地域の拡大により、成果の向上
が期待できる。
・人材活用や学習の成果を活かすためのシステムを構築するための核となる事業で
あり、今後は事業の拡張及び体制の整備などが必要である。

（５）現状の成果を落とさずにコスト（予算＋所要時間）を削減する新たな方法はありませんか？（受益者負担含む）

ある

ない

・ボランティアの活用により、必要最低限のコストで事業が行を行っているため新たな
方法はない。

★

★

★

★

★

21年度の実績による事業課の評価（7月時点）


